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20 26 年は「 国際女性農業従事者年」　  女性がけん引する主体へ 

   JA横浜は、地域農業における女性の役割や存在感を、これまで以上に高めていきた

いと 考えています。 女性農業者は地域において、生産、出荷調整、直売、加工、地域

とのつながり づく りなど、さまざまな場面で役割を担っています。 今後は「 支える存在」

にとどまらず、農業経営や地域農業をけん引する主体として活躍できる環境づく りを進

めていく ことが重要だと 考え、後押ししていく 方針です。 また、先輩女性農業者の活躍

を積極的に発信し 、ロールモデルを示すことで、女性の視点や感性を地域農業の新た

な価値創出へとつなげ、より 女性が活躍する地域農業の実現を目指しています。 地域農業の担い手として期待される受講生たち

女性農業者を担い手に　 基礎から技術・ 経営を学ぶ場を提供

神奈川県のJA横浜は、地域農業の持続的な発展に向け、女性を地域農業の担い手と

して位置づけた人材育成講座「 女性農業者講座」を2006年から実施しています。 農業人口

が減り 続ける中、20年間で約300人が講座を受講し多く の修了生が実際に就農するなど、

地域農業を支える重要な担い手として活躍しています。

「 女性農業者講座」では、座学と圃場（ ほじょう ）実習の独自のカリキュラムを展開してい

ます。 現在は、Uターン新規就農者と 合同で運営されており 、今年度は約20人が受講して

います。

2006年度設立

講義と 野菜を中心と し た

圃場実習
内容

約300人受講人数

毎月1～2回。 年間計15回程度開催頻度

JA 横浜の「 女性農業者講座」 の概要

座学と 実習の連動が強み　 専門家による伴走支援 

同講座の最大の特徴は、座学

と 実践的な実習を組み合わせた

内容の濃いカリ キュラムです。

受講生は午前中から夕方まで、

ほぼ丸1日をかけて栽培管理や

出荷調整、肥料や農薬の使い

方、農業経営の基礎などを 学

び ま す。 講 座は 毎月1～2回、

年間15回程度開かれます。 2026年は、特に加工品に関する講義を充実さ せています。

実習の場は、 JA横浜の「 きた総合センター」（ 横浜市都筑区）に隣接する専用の圃場です。 ナスやト マト 、キュウリ 、キャベ

ツといった地域で親しまれる主要な野菜を中心に栽培を実践します。 また、地元の果樹農家で現地実習も 行います。

指導に当たるのは、県の農業技術センターなどで技術の研究に携わってきた経験豊富な営農技術顧問です。 専門知識に基

づいた丁寧な指導に加え、同じ 立場の受講生同士が気兼ねなく 質問や相談ができる環境が整っており 、「 参加し やすい」と 高

い評価につながっています。 

畑で熱心に定植作業の手順を学ぶ受講生たちの様子

夏野菜の定植、 管理、 収穫や

土壌分析結果の見方、 農薬の

使い方

秋冬野菜の定植、管理、収穫や

果樹の栽培管理、収穫

4～ 8月

9～ 12月

土づく り 、 農業経営の基礎1～ 3月

年間のカ リ キュ ラ ム例
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農業編

自己改革の進化から深化へ、真価を発揮する

 3つの「 　 　 　   」

※　 　 　   は、以下の3つの意味を込めた言葉。

※
Ｊ Ａ 自己改革

地域の活性化

女性農業者講座で
約３００人の女性担い手を育成

神奈川県　 JA横浜

問い合わせ ＪＡ 全中 ＪＡ 組織・ 経営対策部 ＪＡ 改革支援課 ☎03-6665-6040 　 jakaikaku.s@ zenchu-ja.o r.jp

ＪＡグループのホームページから、自己改革の成果をまとめた

動画や全国のＪＡ の取り 組みがご覧になれます。　

発行／ＪＡ全中（ 一般社団法人 全国農業協同組合中央会）

https://o rg .ja-group.jp/challenge/　
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小学校の切実な声からスタ ート 、管内全20 校へ広がる支援の輪

兵庫県のJAたじまは、教育の一環で野菜の栽培などに取り 組む小学校

に対し 、苗や肥料といった資材の費用を最大5万円助成する「 食農教育等

応援事業」を独自に取り 組んでいます。 2022年度に事業が開始され、26
年度には管内の全20校が活用しています。

事業を活用する小学校では、春から 秋にかけてト マト やピーマン、ナス

と いった夏野菜や、バケツ稲を学校で栽培。 JAの環境保全型栽培稲作

「 コウノト リ 育む農法」について、 JA職員が説明し 、田んぼの生き物調査

をする場合もあります。児童が栽培に関わることで、学校関係者からは「 地

域に見守られ体験学習ができる機会は貴重」などの声が上がっています。

「 食と 農の大切さ 」を次世代につなげる

JAは小学校への支援だけにとどまらず、小学生を対象にした「 あぐりキッズス

クール」も開催しています。

4～11月にかけて月に1度、果樹農家の圃場（ ほじょう ）で果物の管理作業を体

験したり 、稲作農家で田植えから 収穫まで体験したりします。 こうした教育活動

を通じ て、若い世代や地域住民に地産地消の重要性や農業の多面的機能を伝え

るとともに、 JAが地域社会に不可欠な存在であることを強く アピールしています。

JA担当者は「 農業地帯にありながら 、自宅では農業体験をする機会が減っていま

す。 食と 農の大切さを理解してもらい次世代につなげていきたい」と 話します。

今後も 持続可能な地域社会づく りを目指し 、食と 農を通じた地域とのつながり

を深めていく 考えです。

児童が作成した「 壁新聞」

地域と 学校が一体となった食農体験と 、広がっていく 参加者の笑顔

JAは以前から 、JA兵庫信連による環境保全教育助成事業を活用して食育活動を

していましたが、コロナ禍の20年度に中止しました。 その後、管内の小学校からは「 同

じような助成事業を JA独自でできないか」という 要望が多数寄せられました。 これを

受け、JAは学校単位で行う 食農教育や環境保全教育に関する活動費用を助成する

事業を独自にスタート 。 当初は最大3万円の助成を実施し 、現場のニーズを捉えた取

り 組みは大きな反響を呼びました。

事業の特徴は「 壁新聞」の作成です。児童は、栽培の記録や感想を模造紙にまとめ、

JAに提出します。「 壁新聞」を最寄りの JA支店に展示することで、来店した児童の

祖父母から「 孫の姿を見に来た」と喜ばれ、支店が世代間交流の拠点となっています。

（ 上）真剣な表情でナ

シの受粉作業に

挑戦
（ 下 ）収 穫し たばかり  

の新鮮野菜でカ

レー作り

田んぼの生き物を調査し（ 左）、捕まえた生き物を観察す

る様子（ 右）

ＪＡグループのホームページから、自己改革の成果をまとめた

動画や全国のＪＡ の取り 組みがご覧になれます。　

発行／ＪＡ全中（ 一般社団法人 全国農業協同組合中央会）

https://o rg .ja-group.jp/challenge/　

※
Ｊ Ａ 自己改革 の

く らし・
地域編
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2026.9.30

兵庫県　 ＪＡ たじま
JAの食農教育等応援事業

問い合わせ ＪＡ 全中 ＪＡ 組織・ 経営対策部 ＪＡ 改革支援課 ☎03-6665-6040 　 jakaikaku.s@ zenchu-ja.o r.jp

小学校への独自支援

食農教育や環境保全教育で地域活性化へ

小学校への独自支援

食農教育や環境保全教育で地域活性化へ

自己改革の進化から深化へ、真価を発揮する

 3つの「 　 　 　   」

※　 　 　   は、以下の3つの意味を込めた言葉。
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